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後藤本『老の寐言』とその言語  
A Report on Oino-Negoto Owned by Goto Library and It's a Literary Style  
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山形県立米沢女子短期大学附属生活文化研究所 第39号  
に振っておく。   
01 序（1オ～1ウ）   
02 にくまれ草（2オ～12ウ）   
03 風流新板 臍の一儀［「風流新板」は右寄せ小字］（12ウ～15オ）   
04 捨犬の辨（15オ～16オ）   
05 五詫先生述風流臍おどり談義［「五詫先生述」は右寄せ小字］（16オ～24オ）   
06 手拭ふんどし 味噌あげ論［「手拭ふんどし」は角書］（24ウ～28ウ）   
07 大淀八か伝（29オ～29ウ）   
08 病神御託宣の寄（30オ）   
09 かなおろしの讃（30オ）  
10 酌子の銘（30ウ）  
11 蒟蒻の賦（31オ～31ウ）  
12 はやり綿ぼうし鶫の真似鷹（32オ～34ウ）  
13 最上チャの辨（34ウ～35ウ）  
14 無線大豆（35ウ～36オ）  
15 囲扇の讃（36ウ）  
16 長崎亀か伝（36ウ～37ウ）  
17 訪芝居跡賦（37ウ～38ウ）  
18 虱一代記（38ウ～40ウ）  
19 韮庵冬篭（40ウ）   
20 敬申不自由文之事（41オ～41ウ）   
21 しなび巾着二度の出世（42オ～46オ）   
22 袋の論（46オ～48オ）   





に新規の内容を含んで成ったのが高島本であると見なされている。   
他方、末尾に「天明八中正月」日付入りの横尾本と、表紙に「安政四巳年」とある江口本  
とは内容的にもほぼ共通しており、両者の書写年代から、オリジナルの『老の藤吉』は少な  
くとも天明年間までには成立していたと考えられ さらに江口本はこの本文系統に属すもの  
であるとの見方が示されている。件の後藤本は、噺の共通性から横尾本に近く、おそらく同  







「風流新板 臍の一億」に対応）  
「手拭ふんどし 味噌あげ論」に対応）  
自序  （後藤本では01  
老の寝言 　（後藤本では02  
虱一代　　　（後藤本では18  
袋の論 （後藤本では22  
臍の一義 　（後藤本では03  
味噌上ケ論　（後藤本では06  
扶疎巾着二度の出世（後藤本では21「しなび巾着二度の出世」に対応）  








言」）であり、これに増補がなされてきたように見受けられる。   
後藤・阿部（1972）の言説では、20「敬申不自由文之事」の噺の中に、  











した「五詫先生」およびその門人の合作が同書ではないかと指摘する。理由として、   
○一連の写本の発見された場所が山形であること   
○言葉遣いが村山弁に近いと考えられること   
013「最上チャの排」の項目があってそれは村山地方を指すと考えられること   
005「五詫先生述 風流臍おどり談義」とあり「先生」とあるからには「五詫先生」創案  
であって門人による加筆の可能性も考えられること   





2 『老の蘇言』の表記・文体   
近世後期の談義体の文章である。内容的にも談義本に作った風合いがあり、全体として説  
教口調である。事物を擬人化してとりとめのない噺に仕立てるといった、近世小咄本にも似  







時てないもないにテンツクテン、何となされて、  （8ウ⑧）  
今十七八は仲人か入らぬと、ノンヤレノウ。（11オ⑦）  
ー 3 －   
山形県立米沢女子短期大学附属生清文化研究所 第39号  
熊野山の飛脚をなふってハカア／＼とも泣せす、  八幡宮のつかひヲせひてハテテツホホ   
とも言せす、（16オ③）  
閣魔大王も獄卒共もトントモウ手にあまし、（17オ⑦）  
アノ蜂の内にジカ蜂と言蜂ば葉虫ヲくわい来てジカ／＼と云。  （23オ①）  
「い・ひ」「う・ふ」「え・へ」「う・む」の仮名は通用しており、また「は・わ」の通用も  
認められるが、以下の例では、濁音がなであって然るべき「は」の代わりに「わ」が用いら  
れている。   
ソリヤ御出遊重した、と亭主大キに悦び、（49オ⑧）  
「ぢ・じ」もおおよそ当代の仮名遣いの通則に副うような遣い方ではある。そうした中で、   
よき大工は、ふし木曲り木もすて⊇につかふと承に、（14オ⑤）  
のように、「ず」とあるべきところを「つ」で表記している点、四つかなの区別には一部乱  
れが見られる。開合の別に関しては、伝統的なあり方を守っているところと、   
宣乏てハなくて（11ウ①）   
今日ハ地獄のさたを説て御聞カせましやう。（16ウ④）  
のように、混同する例も見られる。   









あ様達コワイコトテハナイカ。（19オ④）   
トントモウ此極楽へ参らるゝ事じや。しかれバばあ様達もよく聞いて後生を大事につと  
め臨終正念に年をとらしやれカイ／＼／＼／＼。（21ウ⑦）   
このほかにも、文末にいわゆる文章語体と口頭語体との両形が観察される。   
心の花の咲かぬと云事なと已＿＿（4ウ⑤）   
案して見れハ世の中二下かちてよいものはころばし人形より外は辿。（12オ①）   
遠りよもへちまもあらバこそめつぽう弥八とゴタク切窒旦。（12ウ⑤）   
夫レじやによって青砥殿は多ク入用をいとわず三文の銭を取返され皇。（5オ⑩）   
文末表現のはかにも、話し言葉の特徴を具えた箇所も散見される。一例を挙げると、   
其の次のらつかは娘達⊇云ましやう（10ウ⑤）［□は当該箇所に何もないことを示す］  
など、同箇所を江口本で見れば、   
扮其次のラッカは娘達さ申ませう（103貢上⑧）  
となっており、行為の対象（受手）を表す助辞へ、もしくは、ニの格標示が行われていない。  
いわゆるこ脱けの現象で挙げれば、次の例も該当する。   
唐の伯夷と云人は九歳にして初てはやく転士［博士］の位旦至ル。（11オ⑨）   
また文章語にはまず現れない助辞イの使用も認められる。   
罪をほろぼしニタ度ヒしやば邑かいり人になるべし。（18ウ⑤）   
和尚様±御尋申度イ事か御座ります。（24オ②）   
なんてもおなかまに聞すハなるまいと思ふて居た所ヒ幸イ門口から、（49オ⑥）  
－ 4 －   
山本：後藤本『老の療育』とその言帝   
某所±来かゝり、（50ウ⑥）  
助辞イについては、助辞へからの転として、室町時代の抄物類や書状の例を引く『時代別国  




小考に提示した例も、口頭語的表現におけるイの現れと考えたい。   
このほか東部方言の音韻的特徴と知られる撥音・促音使用が認められ、口頭語性を強めて  
いる。例を順に挙げる。   




おいて共通性が認められる。   
以上のような特徴を具えている一因として考えられることに、同書が談話の手控えとして  
書き留められたということが挙げられるように思われる。その序文に、   
諷は知らす、儀大夫は覚えす、そこの日待かしこの視座につらなっても片すみに打かゞ  
ミて居れバ、ちつと親父も咄しでも仕やれ／＼とすゝめらるれと、其はなしか又第一赤   





ためではなかろうかと理解される。   





〈ae→ai〉   
［1］ゆびをくむ邑（1オ④）   
［2］是をあ生色侍る（1オ⑨、ほか4ウ④・7オ⑩・7ウ⑤）   
［3］下壁土（3オ①）   
［4］七文にひ赴旦ても（4ウ④）   
［5］子共生土あらば（5ウ③、ほか6オ②・7ウ①・9ウ④・10オ①・10ウ⑦・25オ⑨・  
25ウ⑥・26オ①・27オ①・27ウ⑤・33ウ②・38ウ①・42ウ⑦・50ウ②）   
［6］御塾（5ウ⑦）   
［7］左圭吏（6ウ③、ほか6ウ⑧・42オ⑩）   
［8］身上匙る（8オ⑧）   
［9］廿四孝を引む邑［引き替え］て（9オ⑨）   
［10］につことわ主立ハ（11オ⑤）   
［11］塾生って（11ウ③・17オ⑤）  
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［12］南無阿弥陀彿をと生色ても（14ウ⑨、はか23オ⑪）   
［13］身命ヲむ上土て（15ウ⑤）   
［14］しやばい塾生り［婆婆に帰り］（18ウ⑤）  
［15］しかり塵史ハ（18ウ⑧、はか27ウ⑥・33オ⑥）   
［16］葉虫ヲく址来て（23オ①）   
［17］引つか星吐て（23ウ⑥）   
［18］不調法も垂辻主り見す（25オ⑬）   
［19］上にくね上主す（26ウ④）   
［20］二君につ曳辻主す（27オ⑥）   
［21］こ生色ける（27ウ⑧）   
［22］取直邑す（28ウ②）   
［23］たつ皇吐て（33オ⑦、はか42オ④）   
［24］腹筋ヂか盤上ユて（34ウ⑧、はか39ウ⑩）   
［25］分別袋を仕組（48オ③）  
〈ie→ii〉   
［1］星邑る（11オ②、ほか22オ③⑥・22ウ④・24オ②・28ウ①・49オ④）   
［2］…‥tと立主立とも（14オ⑩・15ウ⑨⑩・34オ①）   
［3］臍の正史たる［煮えたる］（14ウ⑩）   
［4］此法名をお出［教え］給ふか（46オ①）  
〈ue→ui〉   
［1］身の±ユ（2オ④、ほか4オ④・26オ⑤）   
［2］何塗色（6ウ①、はか30ウ⑩・49ウ⑤）   
［3］ふ星空／＼［震え］（18ウ⑨、ほか20ウ⑨⑩）   
［4］むりに壁土［喰え］（24オ⑦）  
〈oe→oi〉   
［1］序詞を塗色よ（1ウ②）   
［2］お立込／＼［思えば］（3オ⑩、ほか9オ⑥・42ウ⑨・47ウ⑧）   
［3］呈土塚［肥塚］（8ウ⑥）   
［4］塾て（8ウ⑦、はか16ウ⑩）   
［5］おとう旦給事（10オ⑦）   
［6］た主立て（10ウ②、ほか29ウ⑥）   
［7］ひ主立に［偏に］（19オ⑩）   
［8］ひと塾もの［単衣もの］（21オ①）   
［9］週エて（33オ②）   
［10］包旦ども（37オ②）  
Ⅱ 母音交替イ＞エ  
〈ai→ae〉   
御袋にねたむ三は（10ウ⑨）   
我に赴て（26オ②）  
〈ii→ie〉   
該当例なし  
〈ui→ue〉   
該当例なし  
一 6 －   
山本：後藤本『老の藤吉』とその言語   
〈oi一→oe〉   
屋敷墾ユ（19オ①）  
Ⅲ 母音交替イ＞ウ   
〈tJi→tsu〉  
うつまた（26ウ⑨・27オ⑤・28ウ⑧）  
Ⅳ カタ行有声化   
〈k→g〉   
［1］長いものにはまがれて（3ウ⑥）   
［2］にほひをは三ぶ（13オ⑧）   
［3］万日のゑがう［廻向］袋（47ウ⑥）   
［4］おながままても（50オ⑤）【耽3〕   
〈t→d〉   
五分に塾だず［満たず］（13ウ④）  
Ⅴ 合拗音・直音  
〈kwa・gWaの保持〉   
［1］奇怪【クワイ】なり（15オ⑩）   
［2］くわら［掛絡］の根付（22オ⑥、ほか42ウ②⑦・46オ③）削   
［3］因果【クワ】（26ウ⑲）   
［4］八ぐわん［八願］（44オ⑧）   
〈kwa→ka〉  
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中央語に根付いた合拗音の残浮が地方語に在って、それが地方においても徐々に衰退してい  

















識者層における合拗音の実態を示唆する、氏家剛太夫『荘内方言故』の記述が参考になる。   
方音にユの音無きが如く、江戸音に之ヱの音無し。2ヱと唱ふる分は皆カと唱ふるなり。   
又サの音をと王と唱ふる事多し。これ江戸の人も謡などよくうたふ人には決して無し。  
藩の五十嵐又平は江戸生れにて謡を善くする人なり。廻国【クハイコク】の僧にて候、  















とあり、原文に忠実に翻刻しようとした態度が見られ、使用に耐える資料と思われる。   
第一節に、江口本と共通する噺を挙げたが、自序および共通する6つの噺に限定して、後  
藤本における音韻上の注意すべき表記例をまとめて以下の付表に示す。  
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山本：後藤本『老の疎音』とその言静  
後藤本・江口本  
のべ用例数   
後藤本  江口本  
異なり請数   のべ用例数   異なり語数   
ae→al   36例   21譜   18例   10詩  
母 立  al→ae   
【ヨ  
1例   1請   9例   8諦  
交 替  
1e→11   5例   4静  
11→1e  1例   1請  
エ   ue→ul   4例   2帯  
ul→ue   1例   1帯  
イ  Oe→01   9例   6請   8例   5語  
01→oe  3例   3語   
3例   1請   2例   2語  
母 畠蓋  1語  




k→g   2例   2語  
化の  t→d   1例   1語  
lコ 拗  
kwa   4例   2語  
音  gWa   1例   1静  
前節においてⅠおよびⅡで挙げた項目は、たとえば〈ae→扇〉 と〈ai→ae〉 と変化の方向  
性が互いに逆なもの同士を対にして示す。また、ⅠⅠⅢにおいて後藤本には見られなかった  
音韻現象、すなわち 〈最→ie〉 〈oi→㈹〉 〈Ji→餌〉 〈5i→加〉がその例に相当するが、これらが  
この付表に加わることとなる。このほか、後藤本に見られたⅣ・Vの項目は、江口本におい  
て確認されなかった。   





認められるということになろう。   
母音交替イ＞りに関しては江口本の方にそのバリエーションの豊かさが見られるものの、  
また他方で子音の有声化や合拗音表記が見られないだけに、各種音韻現象の観点からすれば、  




に関して全く異なる現れ方をしていることに注意がなされるべきであろう。   
5 その他 語法および語彙   
その他同書において注目される語法および語彙について、用例とともに指摘しておきたい。  
A 併の法に心を専たらよかりそうなものじやに、（6ウ⑧）   
形容詞カリ活用諦尾にソウナが接続する例として挙げた。湯沢幸吉郎『室町時代言語の研  
究』（1981・風間書房）によれば、様態を表す助辞ソウナが形容詞につく場合、基本的には  
詩幹に直接するという、抄物中の例を引いての記述があり、その直後に、   
語幹の一昔なる形容詞は、右最後の二例のごとく［山本註：「無さうな」「善さうな」］、   
原則通りに現れることもあるが、また左例の示す如く、その間に「サ」を入れることが  
ある。  
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B 心がふてゝ仕業も建こそ、（4オ③）   
サ変動詞の未然形に口頭語形の「し」が認められる。このほかにも、   
中々合点は赴。（2ウ③）  
のように、同じく未然形の「し」に推量辞のマイが承接する例が見られる。マイの接続に関  























D 虫喰歯じやト音紛ら』、（6ウ⑩）   












E 祖父祖母か居てあった。夫れから又息子板が居てあった。（16ウ⑨）   
テアル・テアッタはアスペクトを担う中世の中枢的な表現形式であり、抄物類にも用例が  
比較的容易に拾い出せるようである。これが動詞「居る」に接続した形に見受けるが、迫野  
（1996）にはこの表現に関して次のような指摘がある。   
『表現法の全国的調査研究』35図「親しい友人の家をたずねて、入口で 〈00さんいる  
か〉 と言うとき、どのように言いますか」という言語地図を見ると、中部地方以東の東  
日本に広く「イタッタ」「イテアッタ」という地域が広がっている。34図によると、「居  
た」という過去の表現には、ほぼ同一地域で「イタッタ」「イテアッタ」というようで  
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フ‾  丁  ナ  ジ  
ナ  ア  リ  ア  
リ  ル   形  ヤ 凹  
フ‾  ナ  ジ  
ゾ       ジ ヤ  
ナ   
他‘  ス   ヨ   
2  にくまれ革  16  2  7  2  1  2  5  12    3  6  3   
3  臍の一億   3  5  1  4  
4  捨犬の排  2  
5  風流臍おどり談義  8    2    4  2  2  
6  味噌あげ論  ロ  2  2  
7  大淀八か伝  2  
10  酌子の銘  2  
葺菰の拭   
12  はやり綿ぼうし  ロ  4  
13  最上チャの紳  1  
14  無縁大豆  
15  園扇の讃  
16  長崎亀か伝  2  2  
18  軋一代記   2  
20  敬申不自由文之事  3  
21  しなび巾着  2  
22  袋の論  2  
23  浮木の亀  
計  7  45  3  7  18  2  2    7          2  11  24    3  9      4   
［註3］同市は、『山形県方言辞典』（山形県方言辞典刊行会・1970）によれば、  
オナがマ 巫女（みこ。占いをする女）。山形。東村干布。西村。北村。最上。（108貢）  
と説明され、村山・最上地方の方言帯彙であることが知られる。「が」とかな書きされてい  

























ベシ・ベイの接続   語  例   出 例 箇 所   
出す－   4ウ⑤  
思ふ－   3ウ①・5ウ⑧・9ウ⑤・11ウ⑤  
語る－   13オ②  
終止連体形＋ベシ  気張る－   6オ③  
下す－   12ウ（∋・13オ③  
冷やす－   3オ⑨  
蒸かす－   4オ③・5オ①・7ウ⑤・9ウ⑥   
食はせ－   6オ⑧・9ウ①  
吸はせ－   3オ③・3ウ⑤・10ウ④⑦・12オ⑦  
未然連体形＋ベシ  
為させ－   6オ③  
飲ませ－   6オ⑤・7ウ⑥・9オ⑥  
用へ［用ゐ］－   3ウ⑥・9ウ⑤  
見分け－   5ウ⑥   
終止連体形＋ベイ   だ［出］すべい   5ウ③   
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には、東国系抄物である『大淵代抄』から以下の例が紹介されている。   
物ヲソロシイ虎ガ……善覚禅師ノ左右二近ヅイテ居テアツタ処ヲ（上246）  
ただしこれは、純粋な存在表現ではなく、補助用言としての用例である。   
参考引用文献  
飯豊毅一（1984）「東北方言における「イ・エの混同」「シ・スの混同」」（明治書院『現代   
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